
大域的一般化 Birch の補題
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Ω(w∞ ⊗ v∞, χ∞)(s): アルキメデス素点でのゼータ積分と L 因子 (ガンマ因子) のずれ
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※ δ(f)(wp ⊗ vp, χp) の部分がキャンセルするように後程 wp, vp を定める

有限指標 χ が各成分で定数となるように領域を分割すると [Jan15, Corollary 4.5.]
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Uq の代表系を動く


